
 

 

第６学年 総合的な学習の時間 学習指導案 

日時：平成３０年１０月５日（金）５校時 

 

１、単元名 ふるさとのよさを伝えよう～自分たちができること～ 

 

２、単元目標 

 ○ ふるさとのよさを知り，学んだことを生かして自分たちができることを発信してい

くことを通じて地域に貢献しようとする態度を養う 

      

３、つけたい情報活用能力 

○ 相手や目的を意識し，自分たちの思いや調べたことが伝わるよう表現する力 

（⑤ 調べたことを表現する・伝える力） 

 

４、単元構成モデル 

              

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合的な学習の時間 

「ふるさとのよさを伝

えよう」 

育成するスキル 

相手や目的を意識

し，自分たちの思いや

調べたことが伝わるよ

う表現する力 

 

[国語]「意見と理由とのつ

ながりを聞き取ろう」 

（６月） 

・意見と理由のつながり 

[国語]「新聞の投書を読み

比べよう」（６月） 

・理由付けの仕方 

・根拠の挙げ方 

[国語]「町の幸福論」（11月） 

・資料引用 

・図表活用、 

・根拠を示したまとめ方 

 

[算数]「比と比の値」（11月） 

・予算計上 

  



 

 

５，指導計画（全１２時間）と評価計画 

次 時間 目標 学

習

過

程 

学習活動 評価 

関

心 

発

見

力 

表

現

力 

関

係

力 

評

価

力 

行

動

力 

評価規準

（評価方

法） 

一 １ 

 

 

 

 

 

○江津東の産業や文化

を学ぶことに興味を持

つことができる。 

 

 

 

見

つ

け

る 

江津東の産業や文化

について今まで学習

してきたこと知って

いることを話し合

う。 

○      「ふるさとの

よさを伝えよ

う」の活動に

関心を持つこ

とができる。 

２ 

３ 

４ 

 

○嶋田窯や住京蒲鉾店

の思いや願いを聞いた

りし，感想を持つことが

できる。 

文化や特産物に携わ

る人の思いや願いを

知ったり，実際に作

ってみたり試食した

りしてみる。 

・嶋田窯 

・住京蒲鉾店 

 ○  ○   働いておられ

る方の思いや

願いを知り，

自分ができる

事を考えよう

とする。 

二  

５ 

６ 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

８ 

本時 

 

 

 

 

 

 

○自分達ができる事を

考え，事業計画を立てる

ことができる。 

 

 

○プレゼンテーション

のセリフや役割を考え

ることができる。 

 

 

JPXの人に，自分たちの

ふるさとに対する思い

が伝わるように友達と

意見交流しながら，プレ

ゼンテーションを考え

ることができる。 

 

つ

か

む 

 

自分たちができる事

を考え，班の事業計

画を立てる。 

 

 

プレゼンテーション

のセリフや役割を考

える。 

 

 

思いが伝わるプレゼ

ンテーションを考え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

実現に向けた

活動の見通し

を持ち，学習

計画を立てる

こ と が で き

る。 

分担した事業

計画書のセリ

フを考えるこ

とができる。 

 

思いが伝わる

プレゼンテー

シ ョ ン を 考

え，伝えあう

こ と が で き

る。 

 

自分たちができること 



 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

１０ 

プレゼンテーションの

資料を作り，練習するこ

とができる。 

 

 

 

 

○思いを込めて，分かり

やすく発表することが

できる。 

プレゼンテーション

の資料を作り，練習

する。 

 

 

 

 

教育委員会の方，

JPX の方にプレゼン

テーションをする。 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

事業計画をも

とに，見せる

資料を友達と

協力して作る

こ と が で き

る。 

 

思いが伝わる

プレゼンテー

ションができ

る。 

    国語算数の授業を活用して        

三 １１ 

１２ 

１３ 

１４ 

 

○意欲的に自分たちで

商品を作ったり，ポスタ

ーを作っていったりし

ていくことができる。 

 

 

○現地で観光客に分か

りやすく特産物や商品

を説明し，商品を売るこ

とができる。 

 

 

行

動

す

る 

 

 

 

 

 

 

 

自分たちで商品を作

ったり，ポスターを

作っていったりす

る。 

 

 

 

 

 

 

 ○ ○   観光客を想定

して作ってい

くことができ

る。 

 

 

１５ 

１６ 

 

地域のイベントに参

加して，ふるさとを

PRしたり，商品を売

ったりする。 

 

 

 

 

 

 

 

  ○  ○ 積極的に PR

をしたり，観

光客と気持ち

のよい関わり

をしたりする

こ と が で き

る。 

四 １７ ○地域の方や観光客の

反応をもとに，ふるさと

のすばらしさ，自己の生

き方について考えるこ

とができる 

ま

と

め

る 

「ふるさとのよさを

伝えよう」の活動全

体を振り返る。 

・活動の写真 

・振り返りワークシ

ートから 

・アンケートから 

    ○  ふるさとのす

ばらしさに気

づき，自己の

生き方につい

て考えること

ができる。 

 

 

 

 



 

 

６、 本時の学習（８/１７） 

（１） 目標 自分たちのふるさとに対する思いが伝わるように，友達と意見交流しながら，

プレゼンテーションを考えることができる。 

（２） 展開 

学習活動・予想される児童の反応 教師の支援（○）と評価（☆） 

１，めあて・今日の活動を確認する。 

思いが伝わるスーパープレゼンテーショ

ンを作ろう。計画書１～３ 

２，自分たちのプレゼンテーションを振 

り返る。 

○「みんながこのプレゼンテーショ

ンで伝えたいことは？」 

・江津のよさを伝えたい 

・住京蒲鉾店のよさを伝えたい。 

・江津をたくさんの人に知ってもら

いたいなぁ。 

３，中学生ふるさとスーパープレゼンテ 

ーションを視聴する。 

○「今のを見て中学生たちは何を伝

えたいと思った？。」 

・地元のことを 

・地元のいい所を紹介しているな。 

・伝統を守ること。 

・お店を守ること 

〇めあて・活動を確認することにより，児

童は見通しをもって活動することができ

るようにする。 

〇ふるさとへの思いを振り返ることによ

り児童が意欲をもって活動に取り組める

ようにする。 

 

 

 

 

 

〇中学生スーパープレゼンテーションを

見ることにより，思いが伝わるプレゼンテ

ーションに気づくことができやすいよう

にする。 

４，思いが伝わるスーパープレゼンテー 

ションを考える。 

○「思いが伝わるのにどうしたら良

いのか付箋に書こう。」 

〇自分の考えを付箋に理由もつけ 

て書く。 

・絵を描こう ・江津市のいい所を 

もっと調べて伝えよう。 

・引用してみるといいかも。 

・江津市の景色を写真で伝えよう。 

・江津市アンケートを下級生にとっ

て表にして紹介するとわかりやす

〇本時は計画書１～３に焦点化すること

により，思いが伝わるプレゼンテーション

を考えやすいようにする。 

青付箋（スーパープレゼンを見て） 

赤付箋（自分で考えて）   付箋（☆） 

〇プレゼンの本や資料を用意し，自分の考

えが持ちやすいようにする。 

〇国語科・算数科で学習したことを掲示し

ておくことにより，個人やグループで考え

る手立てとなるようにする。 

 

 



 

 

いかも。 

・役割の所に一人一人のおもいをの

せてみたら。 

 

５，グループで自分の気づきを伝えあう。 

○大型ワークシートに自分が考えた

付箋をグループ全員で貼っていき，

考えを伝える。 

 

６，話し合ったことを発表する。 

〇江津市のいい所もっと伝えよう。 

〇江津の写真をたくさんのせよう。 

〇会社名に江津市を入れよう。 

 

 

 

 

〇自分の考えをもつことで，グループでの

話し合いに参加しやすいようにする。 

              観察（☆） 

 

 

〇発表を聞くことにより，自分たちも他グ

ループの気づきを取り入れたり，よりよい

ものを作ろうとする意欲につながったり

する。 

７，本時の振り返りを行う。 

〇感想・よかったところなどを聞く。 

〇思いのこもったプレゼンテーショ

ンとは・・・。 

 

〇感想を通じてプレゼンの変容を実感す

ることにより，学習成果を実感できるよう

にしたり，次時への自信を深めたりするよ

うにする。 

 

（３） 本時の具体的な評価基準 

十分満足できると判断

される児童の具体例 

おおむね満足できると判

断される児童の具体例 

努力を要すると判断され

る児童への支援 

思いが伝わるプレゼン

テーションの仕方を付

箋に書いたり，理由も書

いたりしている。 

また，その考えを友達に

伝えることができる。 

思いが伝わるプレゼンテ

ーションの仕方を付箋に

書いている。 

 

書くことができない児童

には，教科で学習した掲示

物や本を読み，教師と一緒

になって考える。 

 

（４） 研究の視点 

思いが伝わるプレゼンテーションを作るための教師の支援は何が有効であったのか。 

(ア) 中学生ふるさとスーパープレゼンテーションを見たこと。 

(イ) 自分の考えが持てる付箋やワークシートを準備したこと。 

(ウ) プレゼンテーションの本を用意したこと。 

(エ) 「思いが伝わる」に焦点化してグループや全員で話し合わせたところ 


